
「エコツーリズムの卵」構想（鈴木順一朗案）

③地域資源の宝を探す！

④地域の環境資源を認識！

まずエコツーリズムを目指す！

②人々が集い協力する！

①START

⑤何を伝えるかを検討！

⑥誰が伝えるのか人材探し！

⑦コミュニティーの形成と環境認識！
「人と自然との関係」再認識

⑧伝え方検討！

⑨観光準備！

⑪コミュニティーの形成と
環境認識！
地域活性！

⑫環境保全・自然との共生
「人と自然との関係」
地元に浸透

⑩実行

③地域資源の宝を探す！

④地域の環境資源を認識！

まずエコツーリズムを目指す！

②人々が集い協力する！

①START

⑤何を伝えるかを検討！

⑥誰が伝えるのか人材探し！

⑦コミュニティーの形成と環境認識！
「人と自然との関係」再認識

⑧伝え方検討！

⑨観光準備！

⑩実行

第一の卵 第二の卵

⑪コミュニティーの形成と
環境認識！
地域活性！

⑫環境保全・自然との共生
「人と自然との関係」
地元に浸透 第

三
の
卵
へ

自治体関係者
エコツアー関係者
一般観光客

体
験

感
動

行動

KEYワード：結果は大事だが、どのくらいみんなで目標に取り組むかのプロセスが大切。
KEYワード：「つながりを発見することが鍵」自分と相手（人・自然）とのつながりの意味を発見することがエコツーリズムだと考えます。

行動

エコツー法のルールに則り！

集らなければ意味はない！
※一人・一団体だけが頑張っても
意味がない！

歴史の中から掘り出そう！
※歴史の中から新たに考える！

現状確認・調査！

シンプルに一つの大きな感動を！

地域人材の縦と横の関係を復活！

地域の達人を探せ！ いいものをマネしよう！
全国の事例、名ガイドに学ぶ

ルール作り！

結果よりもコミュニティーの回復が未来への鍵！

環境変化調査
⇒温暖化影響⇒外来生物の影響など
近年の変化を調査して認識する

我々は生かされているという資源への感謝

生物多様性認識社会の構築へ

※達成感による効果！

まずは第一の卵
成功事例を作り
話題にすることが
急務

エコツーリズム推進における認知度の現状エコツーリズム推進における認知度の現状

経験より感じたエコツーリズムの現状 20071225 鈴木順一朗

関係者
環境省
専門家
エコツー協会等
エコツアー事業者の中でも中心に動いてきた団体

各地方自治体

13モデル地区

の自治体、及び
エコツアー実践の
自治体

旅行業界

マスコミ

13モデル地区

及び、エコツアー
実践地区のマスコミ

国民

一部の自然派国民

一部の・・・
個々の団体
エコツアー事業者

参加・リターン

情報提供・広報

プレス発表

一部取材
特に「人」の
生き方にスポット

少々認識

当然認識

ほとんど認識できず
興味がないわけではないが理解できず

ある程度認識

ある程度認識。しかし不安

ある程度認識するが不安
※エコツアーと聞くと何か教育的な印象が強すぎて
一般客が遠のいてしまう一面があるのも現状

ある程度認識するが不安
やり方わからず。

あまり興味なし
意義がわからず

部分のみ現在成立

認識
※世の中、エコツーリズム以外にもたくさんのこの手の
考え方があり、受け手としては何がなんだかよくわからなく
なっているのが現状です。EX：グリーンツーリズム

資料２
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【鈴木委員からの意見】

takasaki
タイプライターテキスト
第１回検討会後に寄せられた委員からの主な意見
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それでは・・・それでは・・・
エコツーリズム推進のためまず何をすべきかエコツーリズム推進のためまず何をすべきか

関係者
環境省
専門家
エコツー協会等
エコツアー事業者の中でも中心に動いてきた団体

各地方自治体

13モデル地区

の自治体、及び
エコツアー実践の
自治体

旅行業界

マスコミ

13モデル地区

及び、エコツアー
実践地区のマスコミ

国民

一部の自然派国民

個々の団体
エコツアー事業者

参加・リターン

プレス発表

一部取材
特に「人」の
生き方にスポット

部分のみ現在成立これからすべきこと

エコツーリズム推進の理由を
強く主張。参加することの効果
を国民に強く広報
特に「人と相手（人・自然）との
つながりの理由を発見する事
の意味。

先導役になれるよう
偏った部分を無くし
（専門的になりすぎると
参加者が固定してしまう）
効果的な知識の普
及と、この中からも
リーダーの発掘を試
みる。

指導指導

モデル事業の成功部分と失敗部分を
具体的に公表し、まずは話題になる
成功事例をなんとしても作る事が急務。
その結果から意義・効果を各方面へ広報。

エコツーリズム推進の
理由を意義を強く主張

エコツーリズム推進の理由を
強く主張。成功例の効果
をマスコミに強く広報。

人として
魅力ある
「ガイド」養成

※※今は、エコツーリズム推進の理由を強く主張。意義と効果を強く主張することしかないのです！今は、エコツーリズム推進の理由を強く主張。意義と効果を強く主張することしかないのです！
月並みですが「それが環境保全と人間の未来に関る事」であることを主張するしかないのです。月並みですが「それが環境保全と人間の未来に関る事」であることを主張するしかないのです。

★

むしろ「これからの旅行業界は環境を
考えています」というようなPRの題材に

していただければ。

・・・すると、どうなるのか？（理想ではありますが）・・・すると、どうなるのか？（理想ではありますが）

※※結果を想定し逆算して作戦を練ることが鍵！結果を想定し逆算して作戦を練ることが鍵！
何をすべきなのかよくわかります！何をすべきなのかよくわかります！

関係者
環境省
専門家
エコツー協会等
エコツアー事業者の中でも中心に動いてきた団体

各地方自治体

13モデル地区

の自治体、及び
エコツアー実践の
自治体

旅行業界

マスコミ

13モデル地区

及び、エコツアー
実践地区のマスコミ

国民

一部の自然派国民

個々の団体
エコツアー事業者

参加・リターン

プレス発表

取材
特に「人」の
生き方にスポット
副産物として資源の取材

効果

エコツーリズム推進の理由を
強く主張。参加することの効果
を国民に強く広報

先導役になれるよう
偏ったマニアックな
部分を無くし正しい
知識の普及と、この
中からもリーダーの
発掘を試みる。

指導指導

エコツーリズム推進の
理由を意義を強く主張

人気ガイド誕生

報道

理解度が増す・興味を喚起

参加へ！

地域の活性化と
環境保全の成功

他のツーリズムにも効果波及の可能性

参加意欲増進

刺激

本格的に参入

エコツーリズム推進の理由を
強く主張。成功例の効果
をマスコミに強く広報。

焚き付け役としての人材効果

2 
 
2008/1/29第２回エコツーリズム推進に関する基本方針検討会資料



 

 

【横山委員からのご意見】 

 
１）NACS-J としての基本スタンス・問題意識 
○エコツーリズムを「地域の生物多様性する社会的しくみ」としていくことが主眼。 
基本方針事項に「生物多様性の確保等への配慮」が盛り込まれていることを最大限生かす。 
＞＞＞エコツアーが「生物多様性が維持する」ための「制限」＋ことへの「推進」 

 
○本法基本理念「自然環境が持続的に保護されることがエコツーリズムの基盤である」としたことと巷

で行われているエコツーリズムの現状（マス・商業観光ベース）の乖離（後述事例）。 
＞＞＞商業ベースだけに走らないことへの歯止め 
 
２）第１回検討会の議論から 
＊第 1 回検討会で類型地区「原生的な自然、里山的な自然、マスの来訪地域」と分けた基本方針の内容

が必要という意見があったが、ひとつの地域の中でも３つの類型区分がある、もしくはその組合せがあ

る（例えば、知床五湖のマス観光地化）。分けて考えるよりは、地域の自然環境の状態に合わせたゾー

ニング（「地区」の見分け方）の方法とその管理・制限＝計画のあり方を示す必要がある。（資料 5.表 3.(1)
区域設定の考え方、ゾーニングの考え方） 
 
＊観光・旅館関係が主導したエコツーリズムがはじまり、地域で自然保護を基調としボランティア的に

ホテル客を対象としたツアー（観察会）をやってきたナチュラリストグループがないがしろにされ、地

域振興を主軸にした営利目的のため、地域グループとして参画に拒否感がある。（鳥取・大山の事例）

＞＞＞地域構想やガイドの質をあげるためにも、地域ナチュラリストとのコミュニケーションが重要。

（資料 5.表 2.(1)「関係者の公平な参加の担保」、(2)「協議会の運営」での合意形成のあり方） 
 
３）基本方針に盛り込むべき「しくみ」「体制」「条件」 
○ モニタリングの実施体制と評価・反映のしくみ・資金獲得（資料 5.表 3.(3)モニタリング） 
・環境や生物群集の特性を把握することは持続性確保の第一歩。科学的に明らかにすべき内容のスコー

ピングと結果を地域社会・協議会にいかに理解浸透を図り、利用と保全に反映させるしくみが重要。 
・モニタリング体制の継続のために、観光収入から「協力金」を捻出するしくみを推奨ができないか。 

 
○ 協議会の総合的・合理的な合意形成を行う方法・運営のあり方（資料 5.表 2. (2)「協議会の運営」） 
自然特性を理解したファシリテーター、ベクトルを示すコアセクター（市町村＋地域で支持された

NPO・ナチュラリストグループ）が必要であり、このような人材・組織体を形成するための「しくみ」

を提示する。例えば、公益法人を活用し、地域ナチュラリストや専門家を派遣する。 
 
○ 利用に関する環境容量の設定条件（資料 5.表 5.(1)「過剰利用と利用分散の考え方」） 
科学的に明確にすることは難しいが、モニタリングをもとに保険をかけた設定が必要。 

 
○ 既存の保護地域の目的・目標が変質しないためのしくみ（資料 5.表 5.(6)「省庁間の連携、連絡調整

のあり方」） 
協議会のメンバーに国の出先（国有林・自然保護官事務所）の参画だけでは地域（利害関係）への遠

慮によって左右されるため、全国規模の NGO の参画が必要。 
 
４）その他 
温暖化意識の高まりで「排出権取引」の考えを取り入れ「植林」を一部プログラムとして取り入れる

ツアー・修学旅行が増えている。これをエコツーリズムと捉えることへの懸念。動機は尊重すべきもの

でも、必要、必然性のないところへの植樹は、生物多様性保全に反する行為。アクティビティーを生物

多様性保全のためによいものにしていく必要がある。                 
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